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　　　　　今月の主な内容
夏をむかえて…一…・…・…・・…・……………P2～P3

農業委員当選者、寿山団地宅地分譲、

夏まつり………………・……・・一………一一P4～P5

新町名・国保シリーズ………・…一…一……P6～P7

トピ・ソクス、わが家の味………・………一…・P8～P9

市民登場、地名アレコレ、わたしのケッサク

わが家のアイドル・…一…一一・・…………P10～P11

公民館だより、おしらせ……………・…・一P12～P15

カメラ・ニュース、休日急患当番医、

定例相談一…………・…・』…………一…・…………F）16

待望のプールで初泳ぎ

　斎川小学校（近江昭三校長，児童数150名）のプ

ールが完成，7月16日に待望のプール開きが行われ

ました。プールはアルミ合金板，25㍍の5コースな

ど新しい設備が施され，総事業費3，081万円で完成

しました。プール開きでは，白女高水泳部4人によ

る模範水泳のあと，全員がプールで初泳ぎを行い，

児童たちは，　「本格プールで全員泳げるように」と

「夏休み中いっばい泳ぎたい」などと張り切ってい

ました。
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日
本
は
台
風
の
通
り
道

　
　
　
年
に
平
均
三
つ
は
や
っ
て
く
る

　
目
本
は
台
風
の
通
り
道
で
す
。
過
去
三
十
二
年
間
の
記
録
を
見
て
も
、

［
年
問
に
平
均
三
つ
の
台
風
が
上
陸
し
て
お
り
、
一
つ
も
上
陸
し
な
か

っ
た
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
き
る
こ
と
な
ら
、
台
風
と
は
顔
を
合
わ
せ
た
く
な
い
　
　
と
思
っ

て
は
み
て
も
、
相
手
は
「
天
災
」
。
目
本
に
住
む
以
上
、
わ
た
し
た
ち
は

台
風
に
つ
い
て
勉
強
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
　
盲
側
で

　
　
　
　
強
い
風
が
吹
く
一

　
台
風
は
大
き
な
低
気
圧
の
一
種
で
、

中
心
の
気
圧
は
そ
の
周
り
に
比
べ
て

極
端
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
周
り
の
空
気
は
、
気
圧
の
低

い
台
風
の
中
心
に
向
か
っ
て
勢
い
よ

く
流
れ
込
む
　
　
。
こ
れ
が
台
風
の

強
い
風
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
一
般
に
台
風
の
進
行
方
向

の
右
側
と
左
側
で
は
、
風
の
強
さ
が

違
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
台
風
が
時
計

と
逆
ま
わ
り
の
大
き
な
空
気
の
う
ず

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
台
風
の

右
側
は
台
風
自
身
の
う
ず
巻
く
流
れ

と
台
風
を
進
め
る
流
れ
が
重
な
っ
て
、

強
い
風
が
吹
き
ま
す
。
　
一
方
、
台
風

の
左
側
は
、
う
ず
の
流
れ
と
台
風
自

身
の
進
む
方
向
が
逆
に
な
る
の
で
、

右
側
と
比
べ
る
と
｝
般
に
風
速
は
弱

く
な
り
ま
す
。
北
上
す
る
台
風
が
あ

な
た
の
住
ん
で
い
る
場
所
の
西
側
を

通
過
す
る
と
き
は
、
東
側
を
通
る
と

き
に
比
べ
て
強
い
風
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
よ
う
。
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雨
羅
は
生
活
用
水
の

い
　
　
騙
年
分
以
上

　
「

　
台
風
は
、
な
ぜ
大
雨
を
降
ら
す
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
台
風
が
赤

道
付
近
の
海
上
で
発
生
し
た
後
も
、

絶
え
ず
南
の
暖
か
い
海
面
か
ら
大
量

の
水
分
の
補
給
を
受
け
な
が
ら
北
上

を
続
け
る
か
ら
で
す
。

　
台
風
が
日
本
の
国
土
に
も
た
ら
す

雨
の
量
は
、
ふ
つ
う
百
億
ト
ン
か
ら

二
百
億
ト
ン
。
多
い
も
の
で
三
百
億

ト
ン
か
ら
六
百
億
ト
ン
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
わ
が
国
で
一
年
間
に
消
費

さ
れ
る
水
の
量
は
、
生
活
用
水
百
十

億
ト
ン
、
工
業
用
水
は
百
六
十
億
ト

卿　 ハ　＼

ン
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
比
べ
る
と
台

風
が
ど
れ
だ
け
多
く
の
雨
を
降
ら
せ

る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
雨
は
貴
重
な
水
資
源
と

な
る
半
面
、
洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど

も
引
き
起
こ
す
こ
と
は
ご
存
じ
の
と

お
り
で
す
。

　
　
台
風
災
害
を

　
　
　
　
　
　
防
く
た
め
に

●
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
リ
カ
ギ
を
か

　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

　
け
、
必
要
な
ら
桟
を
打
ち
つ
け
る

●
下
水
や
溝
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に

　
掃
除
し
て
お
く

●
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
は
、
針
金
で
し

　
っ
か
り
固
定
し
て
お
く

●
ガ
ラ
ス
窓
が
割
れ
な
い
よ
う
に
テ

　
ー
プ
を
張
っ
て
お
く

●
窓
に
は
カ
ー
テ
ン
を
引
い
て
お
く

●
台
風
が
近
づ
く
と
、
台
風
情
報
や

　
注
意
報
、
警
報
な
ど
が
次
々
に
発

表
さ
れ
る
の
で
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
な
ど
で
最
も
新
し
い
情
報
を
聞
く

●
懐
中
電
灯
、
携
帯
用
ラ
ジ
オ
、
水

　
筒
、
非
常
食
、
救
急
薬
品
、
下
着

　
な
ど
を
用
意
す
る
。
持
ち
出
す
と

　
き
は
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
を

　
使
っ
て
、
両
手
に
は
何
も
持
た
な

　
い
よ
う
に
す
る

●
避
難
場
所
、
道
順
、
避
難
命
令
の
伝

　
達
方
法
、
協
力
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、

　
家
族
や
隣
近
所
と
確
認
し
合
う

●
危
険
を
感
じ
た
り
、
防
災
機
関
な

　
ど
か
ら
避
難
命
令
の
あ
っ
た
と
き

　
は
、
そ
の
指
示
に
従
い
、
す
ば
や

　
く
避
難
す
る

●
火
の
元
に
注
意
し
て
、
し
っ
か
り

　
火
の
始
末
を
し
て
お
く

●
身
じ
た
く
を
整
え
て
、
持
ち
物
は

　
最
小
限
に
す
る

●
勝
手
な
判
断
や
行
動
を
せ
ず
、
正

　
し
い
情
報
を
聞
い
て
指
導
者
（
自

　
治
会
の
役
員
な
ど
）
の
指
示
に
従
う

命
を
守
る
の
が
そ
ん
な
に

　
　
面
倒
く
さ
い
の
で
す
か

　
　
　
、
シ
肩
判
飛
ル

ト
の
着
阻
者
た
っ
た
の
三
割
弱

　
「
車
を
運
転
中
、
崖
か
ら
転
落
し
て
三
回
転
し
、
車
が
逆
さ
ま
に
な
っ

て
止
ま
っ
た
時
に
は
、
宙
づ
り
の
状
態
で
し
た
。
で
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
て
い
た
お
か
げ
で
、
ほ
と
ん
ど
衝
撃
が
な
く
、
肩
に
か
す
り
傷
を

負
っ
た
だ
け
。
生
き
て
い
ら
れ
た
の
が
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
」
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
て
い
た
お
か
げ
で
、
命
が
助
か
っ
た
ほ
ん
の
一
例
で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
車
を
運
転
す
る
と
き
の
”
命
綱
”
　
　
し
か
し
、

着
用
率
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
十
人
中
三
人
に
も
満
た
な
い
、

と
い
う
嘆
か
わ
し
い
実
情
で
す
。
そ
し
て
、
　
「
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
の

九
八
％
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
」
（
警
察
庁
調
査
）
と
い
う

見
逃
せ
な
い
結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
の
で
す
。

蟹　
三
秒
の
ゆ
と
り
が

　
　
　
　
　
　
　
　
命
を
救
う

　
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ん
て
面
倒
く
さ

い
」
「
き
ゅ
う
く
つ
だ
」
「
安
全
運
転

を
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
」

　
と
い
う
の
が
、
敬
遠
さ
れ
る
主
な

理
由
で
す
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

脱
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
式
。

ほ
ん
の
二
、
三
秒
も
あ
れ
ば
す
む
こ

　
　
　
　
　
　

が

　
　
　
皿
、
』
斗
帥
つ
認

鯵
翠
捧
恥

　
で
は
、
車
が
衝
突
し
た
と
き
の
シ

ョ
ッ
ク
は
、
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
時
速
二
〇
キ
ロ
で
固

定
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
場
合
、
そ
の
シ

ョ
ッ
ク
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体
重
の
六

倍
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
か

が
二
〇
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
、
そ
の
く

ら
い
な
ら
腕
や
足
で
支
え
ら
れ
る
と

い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
腕
や
足
で
支
え
ら
れ
る
力

は
せ
い
ぜ
い
体
重
の
二
倍
か
ら
三
倍
。

と
て
も
、
自
分
の
腕
や
足
だ
け
で
、

、
命
を
守
り
き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
そ
ん
な
と
き
に
、
あ
な
た
の
命
を

守
る
た
め
に
威
力
を
発
揮
す
る
の
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。
そ
の
効
果
を

み
て
み
ま
し
よ
う
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
す
る
と
、
運
転

姿
勢
が
正
し
く
保
た
れ
運
転
疲
労
が

軽
滅
さ
れ
よ
す
。
ま
た
、
安
全
意
識

も
向
上
す
る
な
ど
事
故
を
予
防
す
る

効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

●
衝
突
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
や
車
内
の
突
起
物
に
、

頭
部
や
胸
部
を
強
打
す
る
こ
と
を
防

ぎ
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い

れ
ば
、
頭
蓋
骨
骨
折
や
脳
挫
傷
な
ど

に
よ
る
死
亡
は
、
半
分
以
下
に
お
さ

え
ら
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

●
激
突
時
の
シ
ョ
ッ
ク
で
起
こ
る
車

外
放
出
を
防
ぎ
ま
す
。

●
転
落
時
の
シ
ョ
ッ
ク
で
気
絶
し
た

り
負
傷
し
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、

自
力
で
脱
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

盤
き
冨
簾
職
の
着
用
』

　
こ
の
よ
う
に
、
交
通
事
故
の
際
に

あ
な
た
の
何
よ
り
も
有
効
な
“
命
綱
”

と
な
っ
て
く
れ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
は
、
い
ま
や
運
転
操
作
の
ひ
と

つ
な
の
だ
と
“
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
肝

に
銘
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
レ
ジ
ャ
ー
や
帰

筥
の
機
会
も
多
く
な
る
季
節
。
　
「
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
な
し
で
ク
ル
マ
に
乗
る

な
！
」

　
き
ょ
う
か
ら
徹
底
し
た
い
も
の
で

す
。

ておくこと

　これらをまとめて禽中毒子防の
3原目1」　（工L青潔　（葦1しん〕璽　1③内口

熱または冷却といっています。

〈腸炎ビブリオ、

　　　ブドウ球菌、サルモネラ〉

　腸吏ヒフリオは、夏場に日て近

涯1てとれる魚獄珀には動す何着し

ているのて、ホてよく〉知、、・、調理

じたらすくに食へること。フトウ

球菌は身体の表面や鼻の中に何着

しているのて手をよく洗うこと。

サルモネラは生肉息とに伺着して

いるのてよく加熱すること。これ

らか、、食中毒予防のホィントてす

さらに　ネスミ　コキフリなとを

駆除して己所を清、黎にし　まて∋板

感、きれ一、　包丁な・と‘フニ后周｛里器具4三、窮

にきれ．1．心ものを使用するこ1とD

ナ事てす。

食中毒にご用心

食品衛生週間／8目6日～12目

特に庄意する必要力あります。

く食中毒予防のためには〉

　一般にカヒの生えた食品や腐っ

たものを食へなけれは食中毒には

ならないと思われていますカ、食

中毒細菌は増殖しても色やにおい

に変化はなく、知らすに食へて発

病する場合力ほとんとてす。

　したガって、食中毒を予防する

ためには次のようなことが重要で

す。

①細菌を食品に何着させないこと

②早目に食へること

③殺菌のため十分に加熱し、保存

する場合は必す柏度以下て冷蔵し

中毒の大部分は細菌で起こる〉

近の食中奮統計に⊂財1は、全

年間約1，000件の食中毒事赦

生しています。原因となった

か判明した事敬ては、腸炎ヒ

ズ　フトウ琳菌、サルモネラ

の食中毒細菌力8～9割を占

の
食
約
て
明
フ
中
す
多
高
菌

　
　
　
　
　
　
　
　
食
ぱ

食
最
て
晃
質
リ
と
て
夏
夏
れ
の
月
件
時
3

く
　
田
か
物
．
フ
ぢ
め
く
　
こ
こ
力
生
の

場に多い食中毒〉

場の高温多湿といった気候は

ら網菌の増殖に遇しています

だめ、、7月、8月、9月の3

問に発生する食中毒は年間発

数の細6害1」を占めており、こ

朝は食品の衛生的な即扱い1こ



新
農
業
委
員
当
選

　
昭
和
五
十
九
年
七
月
十
五
日
執
行
の
白
石
市
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
に
よ
り
次
の
方
が
当
選
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
な
お
任
期
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
二
十
日
か
ら
昭
和
六

十
二
年
七
月
十
九
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

（
届
出
順
・
敬
称
略
）

時
議
会
に
お
い
て
白
石
市
農
業
委
員

の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
と
し
て
次
）

の
方
々
が
選
任
す
る
べ
く
推
薦
さ
れ
㌧

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
選
任
に
よ
る
委
員
V

佐
藤
仲
弐
氏
、
高
橋
喜
多
雄
氏
。
　
『

省
令
で
定
め
る
農
業
協
同
組
合
及
　

び
農
業
共
済
組
合
ご
と
に
推
薦
し

た
理
事
各
一
人
と
し
て

〈
選
任
に
よ
る
委
員
〉

斎
藤
孝
栄
氏
、
大
庭
儀
兵
衛
氏
。

岡
七
月
二
十
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
臨
っ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

道路はみんなの財産です

　ノムく二．・巽しぐ、安ゴ．にノ

白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

番

胃

氏

名

1413121110987654321
高牛佐石菊八多成日武佐志鹿八
橋草藤川地島田沢下田竹村又島

幸
　
夫

年
　
夫

文
　
吉

光
　
雄

丑
　
松

宗
　
夫

東
洋
治

高
　
雄

正
　
吉

勝
　
治

徳
　
壽

　
正

英
　
夫

　
達

住

所

臼
石
市
大
鷹
澤
大
町
字
佐
野
道
84

自
石
市
福
岡
蔵
本
字
中
原
3
5

白
石
市
福
岡
深
谷
字
地
蔵
堂
齪

白
石
市
大
鷹
澤
三
澤
字
五
丁
目
麗

白
石
市
福
岡
長
袋
字
山
ノ
下
62

白
石
市
福
岡
八
宮
字
吹
上
1
3

白
石
市
斎
川
字
道
満
4
8

白
石
市
福
岡
八
宮
字
不
忘
山
詔

白
石
市
越
河
字
箒
澤
6
5

白
石
市
鷹
巣
字
城
内
屋
敷
3
0

白
石
市
越
河
平
字
山
道
前
2
7

自
石
市
白
川
津
田
字
小
路
屋
敷
7
8

白
石
市
小
原
字
小
屋
沢
2
6

白
石
市
大
平
中
目
字
北
城
前
六
の
一
唾

8月1日～31日
　　道路をまもる月間

　
〔
任
期
〕

　
昭
和
五
十
九
年
七
月
三
日

　
　
～
昭
和
六
十
三
年
七
月
二
日
．

　委員長

　
　
　
　
　
一
條
　
卓
治
．

一
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎
．

．
委
員
　
　
日
下
義
夫

　
委
　
員
　
　
　
　
　
鈴
木
　
良
二

．
※
臼
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
補

　
充
員

　
〔
任
　
期
〕

　
昭
和
五
十
九
年
七
月
三
日

　
　
～
昭
和
六
十
三
年
七
月
二
日

6
、
菊
地
ゆ
き
子
口
、
和
泉
直

・
治
口
、
鈴
木
　
萬
　
四
、
高
野

冨
治
．

白
石
市
人
権
擁
護
委
員
名
簿

く
七
月
一
日
現
在
V

　
　
　
　
　
噛
鼠
軽
に
ご
欄
談
、
・
、
だ
さ
い

4

氏

名

遠
　
藤

肇

家
納
喜
代
子

小
　
岩
　
庄

千
　
歳
　
英

山
　
崎
　
俊
　
男

住

所

白
石
市
自
川
内
親
字
兎
田
山
2
3
番
地

〃

〃
津
田
字
小
路
南
砺
番
地

〃

字
上
堰
8
番
地
の
3

〃

〃
亘
理
町
1
2
番
地

〃

〃
延
命
寺
北
5
9
番
地

電
話
番
号

田
一
一
一
一
二
山
ハ

他
二
〇
二
四

面
二
五
三
〇

脚
二
六
四
七

㊨
一
四
五
五

寿山団地宅地分譲のお知らせ
将来に向けてのマイホームづくりはまず土地選びから

i馬1一：－f匹 ごだ1、
『
－

　
ヨ

，
－
』

＼

饒
そ

碓
　
慧
麗

　
　
　
　
儀
邸
　
　
－
交
．
、

　
　
園
　
　
　
一
恥

　
　
　
公
　
　
．
鵠

　
　
然

　
　
自

緑ケ丘、公園

月
申
十

56

　
5
5
　
54
5
3
　
5
2

薗

一イテニユ

＼

鞭募集戸数　1杓区画　轡募黛具脂

＼

問い合わせ及び受付場所

　　白石市役所建設課窓口

　　　智5－2111
　　宮城県住宅供給公社用地管理課
　　　費（0222）61－6161

※提携ローンをご希望される方は公社窓口でご相談下さい。

　真夏を

彩
る
市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り
“
し
ろ
い
し
夏
ま
つ
り
”

が
、
こ
と
し
も
八
月
十
一
一
7
十
四
・
十
五
日
の
三
日
間
盛
大
に
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。

花
火
大
会
（
十
五
日
）
、
盆
お
ど
り
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
白
石
音

頭
の
パ
レ
ー
ド
（
十
四
日
）
な
ど
、
だ
し
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
．

　
ま
つ
り
は
相
当
の
人
出
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
が
譲
り
合

い
、
協
力
し
合
っ
て
、
出
合
い
と
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
い
ま
つ
り
に

し
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　分譲概要
■所在地／宮城県白石市緑が丘地内■交通／東

北本線自石駅より徒歩25分。東北新幹線自石蔵

王駅より徒歩19分。■総面積／22万7干㎡■用
途地域／第二種住居専用地域■建ぺい率／60％

■容積／200％■今回販売区画数／119区画■そ

の他／道路：市道（8m～4m）、ガス：仙南ガ
ス㈱（プロパン）、電力：東北電力、上下水道：

白石市上下水道
●今回分譲土地面積／167．31㎡（1区画）～

　　　　　　　　　　　　495．83㎡（1区画）
●今回分譲土地価格／389万円（167、31㎡）

　　　　　　　　　～1，151万円（495．83㎡）

●最多販売価格帯／　600万円台（64区画）

　土地売買の契約および代金支払

　契約の際は、住民票抄本1通、収入印紙
（10，000円〉1枚、印鑑およびその印鑑証明書

1通を持参願います。

　土地売買代金は、次により当公社の発行する

納入通知によって納入していただきます。

　納入期限　契約締結日より14日以内に土地代

　　　　　金のうち200万円、契約締結後3
　　　　　ヶ月以内に残金。
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　　　　　　　　　　　　　、嚢離白石大橋

新町割り決定⑭新町名

　
　
」

ウ
T
J

殆
m
口

肋
岡

畝
益

⇒
西

「
　
　
」

ウ
T
』

角
m
口

ク
レ
』

ホ
イ
司

洵
城r　

　
」

ウ
T
J

狛
m
口

カワ

川
　　オオ

「大

り実施☆よ日1月9　▼マ

　
市
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
整
備
対

象
地
区
の
町
名
及
び
町
割
り
（
図
面

参
照
）
が
、
六
月
議
会
に
お
い
て
議

決
さ
れ
ま
し
た
．
、

　
町
名
（
案
）
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

注
民
の
皆
き
ん
の
意
志
に
も
と
づ
き
、

学
識
経
験
者
等
で
構
成
し
て
い
る
市

の
住
居
表
示
懇
談
会
が
考
え
た
案
に

よ
り
対
象
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
の

投
票
に
よ
り
決
め
ま
し
た
。
町
名

（
案
）
と
し
て
は
、
西
益
岡
町
に
つ

い
て
は
、
「
西
益
岡
町
」
と
「
城
西
町
」
、

城
北
町
に
つ
い
て
は
、
「
城
北
町
」
と

「
北
益
岡
町
」
並
び
に
「
新
短
ヶ
町
」
、

大
川
町
に
つ
い
て
は
、
「
大
川
町
」
と

「
有
志
町
」
並
び
に
「
半
沢
町
」
及

び
「
川
南
町
」
が
そ
れ
ぞ
れ
出
き
れ
、

そ
の
中
か
ら
各
三
つ
の
町
名
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
今
後
九
月
一
日
実
施
に
向
け
て
、

街
区
符
号
、
注
居
番
号
の
付
定
等
の

諸
作
業
が
あ
り
ま
す
が
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
住
居
表

示
整
備
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ん
．
ゐ
告
祀
騨
廼

ぜ、
、
越
垂
郵
鰐

　
　
／

6

〈国保シリーズ〉

　　　③

重複受診

　（はしご）は

　　やめましょう

糞

1れ

し、

な

ヒア

、“…
　
ち
ょ
っ
と
症
状
の
回
復
が
は
か
ば

、
か
し
く
な
い
と
い
っ
て
、
す
ぐ
他
の

一
医
者
に
移
る
人
が
い
ま
す
。
あ
る
い

、
え
さ
れ
、
そ
の
た
び
に
医
療
費
は
二

へ
倍
、
三
倍
と
ふ
．
え
て
い
き
ま
す
。

パ
　
一
度
こ
の
医
者
と
き
め
た
か
ら
に

い
は
、
そ
の
医
者
を
信
用
し
一
切
を
ま

、
か
せ
ま
し
ょ
う
．
、
そ
の
う
え
で
、
ど

｝
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
と
き
は
、

㎜
そ
の
旨
申
し
出
て
転
医
す
る
の
も
や

＾｝

む
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。

一
　
歯
科
医
も
ま
た
同
じ
で
す
。
入
れ

㌦
歯
を
一
人
で
三
つ
も
四
つ
も
持
っ
て

、
歩
い
て
歯
科
へ
転
々
通
う
人
が
お
り

、
ま
す
。
保
険
税
と
医
療
費
を
大
切
に

～
使
い
ま
し
渉
う
。

、

　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　、　　　　　　　　、　　　　　　　、、　　　　　　、　　　　　、　　　　、1　　　、一　　、　、巴、曹

は
同
じ
病
気
で
二
人
も
三
人
も
の
医
知

へ

、
者
に
か
か
る
人
が
い
ま
す
。
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

凸
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
医
療
費
の
ま
、

へ

｝
っ
た
く
の
ム
ダ
づ
か
い
で
す
。
医
者
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

Y
か
え
る
ご
と
に
、
同
じ
よ
う
な
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ヘ
療
、
検
査
、
投
薬
の
処
置
が
く
り
か
》

、

ご
み
は

【
分
別
】

き
め
ら
れ
た
日
時
に

き
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に

き
め
ら
れ
た
も
の
だ
け

を
出
し
ま
し
ょ
う
。

㎜
ビ
ン
、
鉄
く
ず
、

菩
有
害
（
使
用
済
乾
電
池
）

一］

に
区
分
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
・

、

　
白
石
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み

を
処
理
す
る
の
に
、
燃
え
る
も
の

（
生
活
か
ら
出
る
紙
く
ず
、
台
所
ご

み
等
）
と
燃
え
な
い
も
の
（
空
缶
、

　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み

【
収
集
日
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】

収
集
日
は
、
可
燃
物
と
不
燃
物
を

別
に
き
め
て
い
ま
す
。

　
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
に
、
き
め
ら

れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
集
団
資
源
回
収
】

　
ご
み
の
中
に
は
、
大
切
な
資
源
が

入
っ
て
い
ま
す
．
、
町
内
会
、
子
ど
も

会
な
ど
の
組
織
で
資
源
回
収
を
し
ま

し
よ
う
。

　
ご
み
の
集
積
所
は
、
そ
の
集
積
所

を
利
用
さ
れ
る
方
々
の
も
の
で
す
．
．
．

一
人
ひ
と
り
の
方
が
気
を
つ
け
、
い

つ
も
清
潔
に
し
、
自
分
た
ち
の
生
活

環
境
を
美
し
く
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
よ
う
Q

㊧
⑧
㊧
◎
④

　
　
　
　
　
　
　
　
爾
）
◎
㊧
◎
③
⑤

｝
☆
放
し
飼
い
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

叩
☆
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
。
犬
に

へ
か
ま
れ
た
と
き
は
・
保
健
所
に
連

一
　
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

｝
☆
犬
が
い
ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

｝
保
健
所
ま
た
箒
の
衛
生
課
に
連

～
　
絡
七
定
め
ら
れ
た
日
に
つ
れ
て
き

皿
て
く
だ
さ
い
．

｝
☆
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
飼
い
方

ハ
を
し
ま
し
よ
う
・

皿
排
せ
つ
物
等
の
苦
情
が
ふ
え
て
い

～
　
ま
す
。
犬
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主
で

～
　
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

、

☆
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
時
は
、
市
衛

　
生
課
に
死
亡
届
け
を
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

囲
狂
犬
病
予
防
法
の
規
定
に
違
反
し
、

　
年
一
回
の
登
録
と
年
二
回
の
予
防

　
注
射
を
受
け
さ
せ
な
い
場
合
は
、

　
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

　
ま
す
。

㈱
県
の
飼
い
犬
条
例
に
違
反
し
、
放

　
し
飼
い
等
を
し
て
い
る
人
は
、
一

　
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
に

　
処
せ
ら
れ
ま
す
。

みんなでつくろう静かな街を！！

　
　
オ
ち
ノ

　
　
　
舷
刀

　
、
　
、
）
〆

　
　
　
ペ
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
（
〆
曽

　
　
　
　
　
へ

　
　
　
（
◎

行
，
／／

／

　
／

＼J1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
最
近
、
バ
ー
や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
飲
食
店
で
の
カ
ラ
…

オ
ケ
に
よ
る
騒
音
が
大
き
な
間
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
…

　
営
業
者
の
方
は
i
▼
ま
ず
店
の
外
に
出
て
音
を
聞
…

い
て
、
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か
確
か
め
…

て
下
さ
い
。
▼
ボ
リ
ユ
ー
ム
は
外
に
あ
ま
り
音
が
も
…

れ
な
い
よ
う
に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。
▼
必
要
に
応
じ
…

て
店
諦
に
防
音
対
策
工
事
を
施
し
ま
し
ょ
う
。
▼
条
皿

例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
使
用
時
間
、
音
量
な
ど
を
守
㎜

り
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
利
用
す
る
方
も
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
一

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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自
　
あ
　
え
　
　
　
　
　
　
べ
堰
タ
、
、
、
ン
B
．
房
含
量
が
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
ま
た
紫
外
線
に
よ
っ
て
ビ
タ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
け
て
戻
す
。
ふ
っ
く
ら
と
戻
っ
　
ン
D
に
変
わ
る
エ
ル
ゴ
ス
テ
リ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ら
、
軸
を
落
と
し
適
当
に
切
り
、
　
い
う
物
質
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
砂
糖
、
塩
で
薄
味
を
つ
け
て
お
く
。
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
み
つ
ば
ほ
さ
っ
と
ゆ
で
て
、
2
㎝
位
ビ
タ
・
、
、
ン
D
は
、
正
常
な
骨
や
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
切
っ
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
を
つ
く
る
た
め
に
カ
ル
シ
ウ
ム
や
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
木
綿
豆
腐
“
一
時
問
位
前
に
、
ふ
き
ン
に
有
効
に
作
用
す
る
栄
養
素
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ん
に
包
み
、
軽
い
重
石
を
か
け
水
け
ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
子
供
や
妊
婦
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辺
を
切
っ
て
お
く
。
　
　

で
な
く
成
人
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
ご
ま
目
す
り
鉢
に
ご
ま
を
入
れ
よ
く
で
、
骨
や
歯
を
丈
夫
に
す
る
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
り
つ
ぶ
し
、
そ
こ
に
よ
く
水
を
切
　
な
く
、
脳
や
神
経
の
働
き
に
も
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
豆
腐
を
加
え
て
す
り
合
わ
せ
る
。
　
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
【
材
料
】
　
　
（
五
人
分
）
　
　
　
　
　
な
め
ら
か
に
な
っ
た
ら
、
砂
糖
、
塩
　
　
さ
ら
に
、
エ
ル
タ
デ
ニ
ン
と
い
う

木
綿
豆
腐
一
丁
、
ご
ま
（
ま
た
は
く
　
で
味
を
と
と
の
え
る
。
　
　
　
　
　
　
ア
ミ
ノ
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、

る
み
）
一
袋
、
は
す
（
ま
た
は
竹
の
　
　
白
あ
え
衣
が
で
き
廃
ら
、
ゆ
で
あ
　
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下

子
）
㎜
9
、
人
参
㎜
9
、
糸
こ
ん
一
　
げ
て
、
よ
く
水
を
切
っ
た
具
を
全
部
　
さ
せ
る
作
用
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

袋
、
干
し
し
い
た
け
五
枚
（
中
）
、
み
　
入
れ
よ
く
ま
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
（
具
を
　
の
た
め
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
の
予
防

つ
ば
（
ま
た
は
さ
や
い
ん
げ
ん
）
5
0
　
入
れ
る
と
昧
が
う
す
く
な
る
の
で
少
　
に
も
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
味

9
、
砂
糖
大
さ
じ
3
～
4
杯
、
塩
小
　
し
こ
い
め
の
味
付
を
し
ま
す
。
）
　
　
　
と
香
り
に
も
す
ぐ
れ
た
食
品
で
す
か

さ
じ
1
杯
、
酢
少
々
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
日
常
の
食
事
の
中
に
じ
ょ
う
ず
に

【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
ー
　
　
』
　
、
　
　
　
　
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
た
い
も
の
で
す
。

は
す
農
を
薯
・
半
分
に
切
っ
て
　
ご
ぬ
麹
、
、
越
力
↓
，

薄
切
り
に
す
る
。
少
量
の
酢
を
入
れ
　
　
1
1
し
い
た
け
1
1

て
ゆ
で
、
ザ
ル
に
あ
け
、
よ
く
水
を
切
　
　
む
か
し
の
中
国
で
は
、
し
い
た
け

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
不
老
長
寿
の
食
品
と
し
て
珍
重
さ

誉
毅
蠣
り
に
し
て
蘇
歎
韓
鞍
　
無

糸
こ
ん
昌
食
べ
良
い
長
さ
に
切
り
、
　
の
効
用
が
科
学
的
に
立
証
さ
れ
た
の
　
　
　
　
　
　
　
「
ー

ゆ
で
て
水
を
切
る
。
　
　
　
　
　
　
　
は
最
近
の
こ
と
で
す
。

干
し
し
い
た
け
昌
さ
っ
と
洗
い
、
水
　
し
い
た
け
は
、
他
の
き
の
こ
に
比

⑳

が

豪

②

囎

消費生活モニター調査結果

　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
、
2
　
デ
　
『

ミ
ン
B
・
B
の
含
量
力
多
｝

紫
外
線
に
よ
っ
て
ビ
タ
ー
…

わ
る
エ
ル
ゴ
ス
テ
リ
ン
と
｝

を
た
く
さ
ん
含
ん
で
塾

調査日：昭和59年7月1日　白石市

晶　　名

1．砂 糖

2．しょう油
3，サラダ油

4，小麦粉
5。食　パ ン

6・マーガリン

7。牛 L季

銘　オ丙　・　規　季各

上白糖　　1kg
本醸造ヒ級濃口　　1．8召
　　（びん代込み）
ポリ容器入り　　1kg

薄力粉　　1kg
並　 食　　1斤
ソフトカルトン入り225g

紙容器入り　1，000c£．

8，バ　タ　　、カルトン入り　225g
9．　テfッシュペーノξ一

10．ラ　ッ　プ

1Lプロパンガス1

12．カレーライス

i3、理髪料
14．パーマネント料

15．灯 由

16．　レギュラーカ“ソリン

17。軽 油

18．A　重油

400枚1200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10m」

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド〔ショートカノ
ト及ぴセット含む）
（　豆価　　　 182）

＿一＿　18の
1　2　現　金
1　召　現　金
1　4　現　金

最高値
288円

550

780

240

170

258

280

480

185

230

5，142

450

1，600

6，000

1，500
1．500

150

106

84

最低値
258円

418

430

205

140

163

198

378

118

118

4，800

370

1，300

4，500

1．390
1440
142

100

75

平均値
272円

455

527

220

153

200

236

398

149

185

4，994

426

1，485

5，212

1，431
1460

144

！02

79

翻平均朧

272円

451

503

219

155

193

237

398

149

197

4，994

421

1，485

5，271

1，447
1，476
147

104

79

対前月価鰍

　　％
0。9

4。8

0．5

△1．3

3．6

△0．4

△6．1

1．2

△1．1

△1．0
△1．0
△2．O

△1．9

備 考

上昇品目：しょう油、

サラダ油、小麦粉、マ

ーガリン、　カレーライ

ス

下降品目：食パン、ラ

ップ、パーマネント料、

吏丁油、レギュラーガソ

リン、軽油

横ばい品目：砂糖、バ

ター、テイッシュペー

ノぐ一、プロパンガス、

理髪料、A重油

9

鳥，1瞼警．尋＿、、

塗
・臨呼

多

声
ぴ

　　夏場はう一めん料理を

　　　　　　　　　○一働く婦人の家
　7月13日、当市名産品「う一めん」を使用した料理

、教室が白石市働く婦人の家で開かれました。料理教室

では、夏向きう一めん料理に30人の主婦が新メニュー

に挑戦、野菜や肉をふんだんに使った「う一めんサラ

ダ」とr肉ミソいためう一めん」は、夏場のスタミナ

とビタミンを補う新メニューといったところ、主婦た

ちは、暑い夏は、さわやか「う一めん」の新メニュー

を習得しようと畠つね先生の指導のもと、真剣に取り

組み、汗を流していました。

拶
傭

　F

　　　・螺鑑　　．鰭

．鍵　纒讐，轟

戦

i　　　チビッ子の七夕祭り

i　　　　　　　　　　　　　O一第二幼稚園

i　　7月6日第二幼稚園（園児数101名）の七夕祭りが一

i　足早く行われました。祭りでは、園児たちの）J・さな願

　いごとをしたためた、手作りの七夕飾りを舞台に配し

1　て、チビッ子たちは「星の子たちのあそび」などのお

i　どりやゲームを披露しました。この日は、うさぎ、ぞ

i　う、きりん組のお祭りで、にぎやかなゲームとして、

　おきあがりこぼしを使用した競争が繰り広げられまし

！た。

　．’、・F罪、．

　稀．，～

解r

わだい

野
．
∀

　　　　春マユを出荷

　　　　　　　○一養蚕農協越河支部
県内のトップを切って7月9日、春マユの出荷が越

河農協白石支所において行われました。農協越河支所

には、近くの養蚕農家60戸で作られたマユ約3千キロ

がトラックや耕運機で持ち込まれ、福島県内の蚕糸業

者に1キロ当たり1，760円の前渡金で引き取られまし

た。異常低温のため、桑の生育が悪く、例年より20日

間遅れの出荷。今年は、マユの品質が良く、終値は2，060

円（キロ当たり）を超しそう。蚕業指導所の話だとr管

内の春マユは約3万7千キロの出荷が予定されており

ます」と話していました。

　　　　　　　　　　管
　　白石市青少年健全育成

　　　　　　　○一非行防止推進大会
　7月12日、白石市中央公民館で「明るく、たくまし

い、青少年を育てよう」の大会スローガンを掲げた青

少年健全育成非行防止推進大会が開かれました。大会

では、講師東北放送報道局次長渡辺生児氏による「青

少年と地域活動について」と題した講演があり、また、

実践発表と提言、全体討議も行われ、最後は、白石市

父母教師会連合会長飯沼洋三氏による大会宣言がなさ

れました。

8
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宙

賜

三
年
連
続
全
国
大
会
へ

白
石
ク
ラ
ブ
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

を
総
括
す
る
会
長
山
田
宜
さ
ん

　
今
年
で
二
十
周
年
を
迎
え

た
白
石
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
中
で

も
強
い
力
と
輝
か
し
い
成
績

な
ど
か
ら
伝
統
の
あ
る
好
チ

ー
ム
と
言
え
ま
す
。

轟
理
4

　
こ
の
ほ
ど
村
田
町
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
宮
城
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
主
催
の
九
人
制
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
た
臼
石

ク
ラ
ブ
は
、
準
決
勝
、
決
勝
戦
を
玉

川
ク
ラ
ブ
、
古
川
ク
ラ
ブ
を
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
れ
二
1
0
の
セ
ッ
ト
カ

　
　
　
　
　
ウ
ン
ト
で
圧
勝
、
停
勝

嘱

・
。
㎜
灘
層

費
慨
贈
－
圧
3
「

の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
、

三
年
連
続
の
全
国
大
会

出
場
へ
の
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。
八
月
十
七

日
か
ら
和
歌
山
市
で
開

催
さ
れ
る
全
日
本
ク
ラ

ブ
カ
ッ
プ
選
手
権
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
、
選
手
の
練
習
も
一

段
と
き
び
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

兄
貴
で
も
あ
り
、
一
緒
に
練
習
の
プ

皿
レ
ー
に
汗
を
流
す
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と

「
し
て
お
お
い
に
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て

　
い
ま
す
．
、
．

　
　
山
田
会
長
は
、
「
い
ま
ま
で
練
習
し

　
て
き
た
カ
の
技
を
全
国
大
会
で
発
揮

す
る
よ
う
猛
練
習
を
臼
中
体
育
館
で

行
っ
て
お
り
ま
す
．
、
私
は
試
合
に
な

　
れ
ば
監
督
に
ま
か
せ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

的
存
在
で
や
っ
て
お
り
ま
す
」
と
ひ

　
か
え
め
に
語
り
、
ま
た
「
十
月
に
予

定
し
て
い
る
白
石
グ
ラ
ブ
の
記
念
誌

発
行
の
た
め
実
行
委
員
を
決
め
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
」
と
に
っ
こ
り
し

な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
山
田
会
長
は
、
「
全
国
大
会
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
予
選
リ
ー
グ
を
突

破
し
、
決
勝
リ
ー
グ
戦
で
、
一
つ
で

も
多
く
勝
つ
目
標
を
掲
げ
、
二
十
周

年
に
花
を
咲
か
せ
た
い
」
と
全
国
大

会
へ
の
闘
志
を
き
っ
ぱ
り
。

　
白
石
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
に
在
住
す

る
メ
ン
バ
ー
で
、
職
業
も
自
営
業
・

公
務
員
・
会
社
員
な
ど
異
色
の
と
り

合
わ
せ
と
も
言
え
ま
す
。
選
手
た
ち

は
、
「
全
国
大
会
へ
行
く
と
十
セ
ン
チ

位
身
長
の
差
が
あ
る
が
、
跳
躍
力
で

そ
れ
を
カ
バ
ー
し
、
選
手
の
意
気
統

合
し
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
相
手
の
パ

ワ
ー
を
打
ち
破
り
た
い
」
と
自
信
と

　
わ
が
国
で
は
い
ま
コ
メ
の
問
題

で
大
ゆ
れ
に
ゆ
れ
て
い
る
。
コ
ズ

は
国
民
の
主
食
だ
が
不
安
定
な
食

糧
で
、
稲
作
の
豊
凶
は
天
候
に
左

右
さ
れ
易
／
＼
そ
の
上
、
土
質
土

壊
も
作
柄
に
大
い
に
関
係
す
る
．
、

大
蕾
か
ら
私
た
ち
の
先
祖
は
平
地

は
ど
ん
な
場
所
で
も
巧
み
に
利
用

し
て
稲
を
偉
っ
て
き
た
。
河
川
の

つ
く
る
両
岸
の
平
地
は
水
田
と
し

て
最
も
租
用
さ
れ

易
い
の
だ
が
、
抵

湿
地
と
い
う
性
格

か
ら
泥
深
く
耕
作

の
た
め
に
は
甚
だ

苦
心
し
た
．
、
わ
れ

わ
れ
の
周
辺
に
も

低
湿
地
に
つ
い
て

の
地
名
が
す
こ
ぶ

る
多
い
。
深
田
へ
三

沢
・
内
親
）
は
フ

ケ
ダ
（
泥
深
い
田
）

の
誰
り
で
福
田
へ
三

沢
）
も
同
じ
で
あ
る
．
）

地名アレコレ

前
（
中
目
）
は
窪
ん
だ
場
所
、

田
（
中
目
）
は
蓬
の
生
え
て

湿
地
、
梅
田
へ
八
宮
・

埋
め
田
で
沼
の
よ
う
な
場
所
を
埋

め
た
て
て
耕
地
化
し
た
と
二
ろ
か

ら
つ
い
た
。
と
く
に
、
干
泥
田
と
呼

ば
れ
る
と
こ
ろ
は
、
田
植
え
や
稲

刈
の
と
き
は
田
．
卜
駄
を
は
い
た
り
、

田
舟
を
利
用
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ

耕
作
に
苦
労
が
多
い
レ
磨
巣
に
鳥

喰
と
い
う
小
｛
子
が
あ
る
が
、
こ
こ

は
別
名
ヌ
カ
リ
｛
方
．
　
、
口
で
泥
田
の

こ
と
）
と
も
い
い
、
雁
や
鴨
が
食

物
を
あ
さ
り
に
占
、
一
た
と
二
ろ
か
ら

つ
い
た
斎
が
川
沿
い
の
湿
地
で
あ

る
、
、
．
二
れ
と
反
対
に
山
合
い
の
く

ぼ
地
や
台
地
に
囲
ま
れ
た
低
湿
地

は
、
比
較
的
狭
く
湧
水
も
つ
め
た

く
て
水
田
と
し
て
の
秘
用
価
随
は

　
　
　
　
　
　
低
い
．
、
谷
地
（
小

　
　
　
　
　
　
’
奥
・
、
五
加
興
・
深
谷

　
　
　
　
　
　
・
斎
用
鹿
予
）
や

　
　
　
　
　
　
谷
地
田
（
津
田
）

⑩

鷹え場ま
巣て所た
vい’r穴
はる蓬佃

低湿地の名

ろ
い
．
．
そ
の
外
、

下
溜
（
斎
川
）
、
柳
ノ
町
（
越
河
・

平
）
、
大
土
路
（
小
下
倉
V
、
土
符
三

沢
）
、
深
町
へ
五
賀
）
、
大
仁
田
〔
小

原
）
な
ど
い
ず
れ
も
低
湿
地
で
泥

深
い
蝪
所
を
さ
す
名
で
あ
る
。
斎

　
　
ン
　
ロ
ノ
ふ
い
ん

川
の
道
満
も
沼
地
と
か
泥
地
と
い

う
出
思
味
の
ア
イ
ヌ
語
か
ら
つ
い
た

と
い
う
が
本
当
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
ハ
、
　
　
　
〔
市
史
編
さ
ん
室
）

は
夢
、
の
よ
う
な
場

所
一
で
あ
る
．
，
、
わ
が

国
で
は
一
般
に
谷

・
を
ヤ
ツ
と
呼
ん
で

お
り
、
ア
イ
ヌ
語

で
も
湿
地
帯
を
ヤ

チ
と
い
う
が
、
日

本
語
と
共
通
す
る

と
こ
ろ
は
お
も
し

　
沢
目
〔
臼
石
）
、

ノ0

［

イ
ド
ル

アの家
r
がわ

三木　浩司ちゃん（白石）

敏正さん、美恵子さんの長男

ママからひとこと

こ明るく素直で元気いっぱい

　　　育ってネじ

、
叩
「
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　　○働く婦人（芝）家O

l團夏休み親と子の
　　　　　　料理教室　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　お子さまも手軽にできる料理と1

デザートを実習してみませんか？

！〉募集人員　親と子15組

＞日時　8月10日㈹午前9時30分、

～12時　　　　　　　　1
〉受講料　無料　　　　　　　　　1

〉材料費　実費個人負担
　　　　　　　　　　　　　　　
レ講師　畠っね先生

〉申込み　8月8日まで働く婦人

　の家費5－5095へどうぞ。

翻う一めん料理教室
　季節のもてなし料理をf乍ってみ

ませんか？盛りつけによって楽し

さいっぱいの夏のウーメン料理。

＞募集人員　30名

〉日時　8月9日（木）午前10時～12

　時

レ受講料　無料

〉材料費　実費個人負担

〉講師　畠っね先生

〉申込み　8月7日まで働く婦人

　の家盈5－5095へどうぞ。

白石市指定重要無形

文化財・宮城昭守作刀展

　宮城昭守（真一）氏は去る58年

12月重要無形文化財として白石市

の指定を受けました。これを記念

し次により作刀展を開催いたしま’

す。

　昭守氏は、祖父盛国、父守国の後

を継ぎ、源清麿と清麿のねらいと

した相州上工を作刀の目標とし、

その1乍域に肉迫しているとされて

おります。

〉期日　8月4日出、5日（日）

＞会場　自石市市民会館

13

鰯市恥員房．ワ之

　昭和60年4月に採用する市職員

を募集します。

〉職種と採用予定人員

　中級（保母）若干名

　初級・一般事務A（男子）若干名

　初級・一般事務B（女子）若干名

＞受験資格

〔中級・（保母）〕

　昭和37年4月2日から昭和40年

　4月1日までに生れた者で保母

　の資格を有する者または昭和60

　年3月31日までに資格取得見込

　の者。

〔初級A・B〕

　昭和36年4月2日から昭和42年

　4月1日までに生れた者で高校

　卒以上の者。

〉第一次試験

　中級　9月30日旧）10時～15時

　初級　11月4日（日）10時～14時

〉試験場

　自石市役所

〉受験手続

　（1〉受験申込用紙は、秘書企画課

　人事係に用意された用紙を使用

　し所要事項を記入して提出して

　ください。

〉申込み受付期間

　中級試験一昭和59年8月20日（月）

　　　　　　～9月1日（土）まで

　初級試験＝昭和59年9月25日（月）

　　　　　　～10月6日出まで

　※郵送の場合は最終日の消印有

　　効

〉申込受付時間

　平日は、午前8時30分から午後

　5時まで、土曜日は正午まで。

＞その他

　11）受験に関する問合せは

　白石市字桜小路35

　臼石市役所秘書企画課人事係へ

　　費（5）2111内線326番

　（2）受験申込用紙の請求等を郵便

　で行う場合は、あて先明記の返

　信用封筒（60円切手貼付）を同

　封のこと。

唾轡親子でりるたを　一

　　夏季家族向きケるた教室

　仙南かるた同好会では、夏休み

中に古来より伝わる歌かるた（百

人一首）で遊べる絵合わせの遊び

方を各種指導します。

　家族そろってご参加ください。

〉期日　8月6日・8月13日

　毎週月曜日午後6時30分～8時

　30分
＞講師　利仁流百人一首指導協会

　会長　高橋輝生氏

〉講座内容　日本かるた坊主めく

　り、冠合わせ、絵合わせなど。

〉申込み　高橋輝生会長宅a6－

　3238へお申し込みください。

　〉受講料　1，000円（なお、一部

　益金を青少年のために寄附を予

　定しております）。

　　　白寿を祝1．㌔

　　　　　　　金杯贈る

　自石市大平森合字兀山2の4に

住む早坂たけさん（明治18年7月

1日生まれ）がめでたく白寿を迎

えました。このほど関谷市長から

お祝いの金杯が贈られました。

　早坂さんは、目と耳が不自由な

以外はいたって元気です。毎日、

朝は午前6時半に起床、夜は7時

ごろ床に就く日課ですが、昼寝を

しているのが健康法の一つという。

好物は、野菜の煮ものとお酒です

が、最近は晩酌を控えているそう

です。早坂さんは、市内では、村

上とくさん（105歳）らに次いで

　4番目の高齢者。

公民館だより

強すど毛会ノフトボール
　　　　　　　　　　　　大会

　子ども会活動の普及と拡充強化

を図る目的でモ第8回子ども会ソ

フトボール大会鳶を開催します。

市民の皆さんのあたたかいご声援

を待っています。

〉日時　8月26日旧）雨天の場合

　は9月2日（日）

レ場所　白石第二小学校　校庭
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＞休館日　毎週日曜日・月末

☆眉量与早の平1和を願って

　　戦争に関する本を特集中

　8月15日、終戦の日を前に第二

次世界大戦の記録書や体験記、歴

史、文学、童話など大人向きから

子ども向きまで、幅広く本を用意

しました。

　これを機会に、この夏親子で戦
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好評を得ております。あなたもお

出かけください。
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’指“役飯の蛎在1地

白石布寧桜～」踏35

鈎鐙鯉　嬢521”、〈代翰

道路や司川等を占用される

　　　主易合は訂石1ノ）愛要てす

　公共物である道路や河川、水路

等の敷地を利用して自宅に出入り

する通路にしたり、水路に橋を架け

たりする場合や物品の置場、架設

の建物を建てる場合等は市長の許

可が必要です。

　また、公共物の敷地内で盛土を

したり堀ったりする場合も同様で

すc、

　みんなの財産である公共物の利

用の適正を図るようご協力願いま

す。

　詳細については建設課道路管理

係（内線243）へどうぞ。

国民年金
福祉年金証書の提出を

　　　お忘れなく！

　今月は、福祉年金を受けている

方が、証書を提出する月です。

　なお、該当者には直接ご連絡い

たしますので、指定期日にご提出

ください。

児童扶養手当現況届

一お忘れなく一

　児童扶養手当・特別児童扶養手

当を受けている方は、毎年1回、

現況届を提出しなければなりませ

ん。今年も次により受付けします

ので、お忘れなく。

　なお、該当者には、封書で通知

いたします。

〉受付期間　8月ll日～9月10日

〉受付場所　市役所市民課

原爆死没者の慰霊並びに

平和祈念の黙とうにつ1、・て

　8月6日、8月9日の両日は、

原子爆弾投下39周年の日にあたり

ます。この日を迎えるにあたり広

島市及び長崎市では、二の日に原

爆死没者の霊を慰め、併せて世界

恒久平和の確立を祈念するため平

和祈念の黙とうをささげることに

しております，

　つきましては、市民のみなさま

も，、：の両口この趣旨に賛同され

職場及び各家庭で敬けんな黙とう

をささげて1．、ただ（ようむ願し，、し

ます。

☆黙とうをささげる日時☆

○広島市　8月6日1月）原爆投下時

　刻の午前8時！5分から1分問

○長崎市　8月9日休源爆投ト時

　刻σ）午前11時2分から1分間

ノ5

乳幼児、重度心身障害者

及び母子家庭医療費受給

者証の更新について

　現在使用し・ているこの受給者証

は、59年9月30日までとなってい

ます。10月1日以降については、

受給資格登録更新申請をして新し

い受給者証の交付をうけて、医療

費の助成をうける二とになン）ます。

この手続きについては、9月の広

報しろいしでお知らせします。

　なお、59年1月1日以降に転入

の方は、昭和58年分の源泉徴収票

を添付してください。
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全国消費実態調査にご協力ください

　ことし9月から！l月まで’の3ヵ

月間にわたり、昭和59年全国消費

実態調査が全国的に実施されます，、

この調査は、国民の暮らし向きを

家計の面からとらえ、全国及び地

域別の世帯の所得、消費及び資産

の水準と構造並びに分布を明らか

にすることをねらいとして、昭和

34年から5年ごとに行われている

ものですC

　調査では、全国から抽出された

約5万4千世帯に9月から11月ま

での3ヵ月間家計簿をつけていた

だ1ことになっています．調査員

が皆様のお宅へうかがうおりは御

協力くださるようお願いします。

　なお、調査された事柄は、統計

をつくるためだけに使用され、調

査関係者が他に漏らすことや統計

以外の目的に使用することは、法

律で固（禁じられていますので、

どうぞありのままをお答え1ださ

るようお原頁いします。

「　　　希町村事、牧防止iン多一ル実施下一「

　6月1日から8月31日までの3ヵ月間県民総参加による市町村

交通事故防止コンクールを実施しております。特に次の事項に重

点をおいて、市でも事故防止を推進しますので、市民の皆様も交

通事故には、充分注意してください。

1．子供と高令者の事故防止　2．酒酔い運転の事故防止

屋 國IIlll國 国 即瞳’ 囹 iI　O 園川I 即嘱唱

官公庁だより
団　圏　団 回　一 岨咽1国1咽Illl國 醐 電I 國・匿

　国や地方公共団体は、私たちが

健康で快適な生活ができるように、

社会福祉の充実、教育や科学の振

興など幅広い分野にわたって活動

を行っていますワ

　これらの活動に必要な費用は、

私たちが社会共通の経費として分

担し、出し合っている「硯金」で

賄われていますウ

　税金はみんなのために使われて

います、）

』鷺列薯駅

　仙台七夕まつりで、臼石駅をご

利用になれる臨時列車は、次のと

おりです，，

〉東北本線

・
、 下り＞　七夕3号（8月6．7日）

越河駅9時12分発→白石駅9時20

分→仙台駅→10時9分者。

く上り＞　七夕4号（8月6．7日）

仙台駅16時4分発→Fi石駅16時58

分着。

く上り1　七夕6号（8目6．7印

仙台駅20rr寺56分発→rl石駅2！時50

分着，

く上りノ　七夕8号18月5日1

仙台21時57分発→臼石駅22時45分
着こ，

〔注〕いずれも運転日が決まってお

りますので、ご注意ください。な

お、車両は、6両編成の電車です。

※そのほか「石巻川開き」8月1

日運転、「会津柳津御霊まつり」8

月10日運転、「松島流灯花火大会」

8月15日運転の臨時列車が運転さ

れます。

　詳しくは、白石駅留5－2411へ

おたずねください。

健木審

　　　　　　　　白石警察署

　この夏休み当地では第1回シニ

アースカウト大会が開催されるこ

とから交通が相当混椎します。会

場周辺では、，、主車禁止の規制や進

入路の規制、指定駐車場への誘導

など現場の警察官や交通指導隊員

の指示に従い「ゆずり合い」と「ゆ

とり」をもって、交通の円滑と安

全にご協力∈ださい，夏休みはレ

ジャーにスホーツに楽しいシーズ

ンですが、気をっけたいのが休暇

中の交通事故や水の事故。　ドライ

ブ旅行や海水浴では十分注意しま

しょう。また、夏休みは少年非行

が増える時期でも、ありますお子さ

んのいる家庭では、生活のリズム

が乱れないように気を配り、心を引

き締めて夏休みを過ごさせるよう

にしたいものです，楽1、い夏休み

＝安金が一一番ン

たばこは市内で
買いましょう

團まちづくり月間写真

　コンクール
　豊かでうるおいのあるまちづく

りを推進するための運動の一環と

して次により写真コンフールを実

施します，、

レ応募資格　宮城県在住の者

〉募集期間　昭和59年6月1日か

　ら60年1月31日まで（消印有効）

レ内容・その他　　「．丞るさと宮城

　一うるお』いのある街づくり」を

　テーマとし、美しい街並み、や

　すらぎをおぼえる街の施設（公

　園、街路、橋、並木など）等の

　まちの表情あるいはまちを舞台

　として行われる活動を自由な発

　想、視点でとらえたもの。硯格

　はサービス版またはキャビマ・版、

　自黒、カラーいずれも可で1人

　何枚でも可（組写真の場合は5

　枚以内）但し、未発表のものに

　限るものとし、各写真に説明書

　　（撮影年月日、場所、題名、作

　品の意図、氏名、年令、性別、

　住所、電話番号、職業）を添付

　すること。

1〉応募先　仙台市本町3丁目8－

　1宮城県土木部都市計画課あて

　持参または郵送。

＞発表及び表彰　昭和60年3月

　　（予定）に県広報紙、新聞その

　他で発表し、一般の部及び学生

　　（高校生以下）の部毎に最優秀

　賞〔1点）、優秀賞12点）、特別

　賞〔2点）、佳作（fl，＝刊を設け

　賞状、副賞を贈呈します。

〉問い合わせ先　県土木部都市計

　画課行政係BO222－163）一4281～

　2まで
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　　　　少年野球大会

　　7月15日，白石市営球場で少年
野球大会が繰り広げられました。

　大会では，6チーム約100人が参
加，午後から雨が降りだし4試合

　が21日に延期されました。試合で

篭は，豆選手たちが，好プレーの熱
戦を展開，汗を流していました。

月　日1　内 ト君

8／51加藤（司）医院（5）2001

1万「引地医院（5）2036

191柿崎医院（5）2210

一調昊謬髪辮lli器

トタ 斗不

刈田病院（512145

宮城医院（5）2062

刈田病院（5）2145

加藤（大）医院（5〉4701

刈田病院（5〉2145一
※都合により変更になる場合もあります。

目ホ 談 （8月分）

i…鋼1
口鰐廓1

　カード式公衆電話を設置

　白石電報電話局は，7月19日白
石駅の公衆電話に初めての磁気カ

ードで使用できる電話第1号機を
設置しました。記念式では，林春
雄自石駅長が記念の初通話を行い

ました。白石局管内では，今年6
台を取り替える予定です。

緯

　　　r騨彫’調　　　・穐マ　　、．『．．．

　　　弥治郎橋完成

　福岡八宮の弥治郎地区にある湯

川にかかる県道七ケ宿一自石線の
新しい弥治郎橋がこのほど完成，

高さ1㍍の4本のこけし（グラス
フアイバー製〉が取りf寸けられま

した。こけしは，弥治郎工人の作品

で完成の記念として設置しました。
　　　　　　　　國1。口1㍉≦戸

相談区分

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

者
介

合
招

歯
業

高
職

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
補
巡
サ

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

百目
．

相談日

17

17

17

6・25

7・21

15

時　　聞

10：00～

　15：00

10＝00～

　15＝00

10：00～
　15＝00

10：00～
　12＝00

10＝00～

　13：00

9：30～

　15＝00

場　　醗

臼石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2階相談室
健康センター

2階相談室

白石市役所

第3会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

8月は休みます。

　17
毎週月吹・

水・木・金

リオン2・24

トウホク27

ニホン　10

17

17

9

10＝00～

　！5：00

13＝00～
　14＝00

10＝00～
　12＝00

10：00～
　11：00

10＝00～

　15：00

10；00～

　15：00

10＝00～

　15＝00

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

白石市役所

4階会議室

白石市役所

第三会議室

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等
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